
9 と うもろこしとオオムギの二毛作によるサイ レー

ジ用材料作物の高位生産技術夕(畜試 飼 料機械部)

とうもろこしの早生種とオオムギの組合せで、乾物収量h。当たり

23.Ot、TDN 15.25tの 高位生産が可能である。この二毛作適用

地域は年平均気温 9.0℃以上、根雪期間 100日未満のところである。

(1)背 景と特徴

自給粗飼料のサイレージ依存が高くなる傾向の中で、エネルギー収量の高いとうもろこしとオオ

ムギの二毛作によつて、高品質サイレージを確保しながら、飼料畑の利用率拡大を図るための技術

確立を検討していたが、成果を得たので、参考に供する。

(2)技  術  内  容

1)と うもろこしの早生種とオオムギとの組合せで、サイレージ用作物の二毛作が可能である。収

量は、とうもろこし一毛作に対して殺 140%に 当たる乾物 23.Ot/た oが得られる。

2)オ オムギの栽培・収穫作業は、とうもろこし作業機を用いて行なうことができる。この場合、

畦幅70御 の条播となり、散播対比の収量は、85～ 90%と なるが、作業、費用についての有

効性が評価できる。

3)こ の二毛作が追脚 される地域は、年平均気温 9.OC以 上、根雪期間 100日未満の、いわゆる冷

涼、多雪な地域を除く場所と想定される。

4)と うもろこしの品種は、無霜期間内有効積算気温(10℃ 以上 )が 1,400度以上の地域では早

生種(必要生育日数 100～ 105日 有 効積算気温 1,050～1,100度 )の もの、また、 1,300度以

上の地域では、極早生種 (同様に95～ 100日、 1,000～1,050度)のものを栽培する。

ォオムギは、ベンケイムギ、あるいは ミユキオオムギが、越冬性が良く、ホールクロップ収量

が高くて望ましい。

5)こ の方式による収量は、実規模の安定標準値で、とうもろこしがあ当たり乾物で 14.5t,TD

Nで 9.72t,オ オムギが乾物で8.5t,TDNで 5.53t,合 計乾物で 23.Ot,TDNで 15.25

t(と うもろこし一毛作の場合、乾物 17.Ot,TDN ll,39t)で ある。

6)収 量変動は、とうもろこしでより大きく、 10α 当たり約 9,000本の栽植密度を確保すること

が、安定高収の要因である。

低収原因は、とうもろこしでは、播種機の調節不良や鳥害による低密度であ り、オオムギでは、

雪腐れやネズミ食害による低密度である。

7)年 2回 の耕起で、堆】巴利用の機会が拡大されるが、オオムギの場合、腐熟推肥であれば、播種

後のトップ ドレッシングは可台ヒで、前作の収穫から後作の播種までの期間の短縮に有効である。
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8)二 毛作の具体的な作業技術体系は、表 9に示した。中～大規模の機械化一貫体系であるので、

共同化によって一体系当たりの施業面積の拡大を図って行なうことが必要である。

9)こ の二毛作体系によるサイレージ生産費用は、とうもろこし一毛作体系に対して75～ 90多

程度で少ない。TDNl路 当たり費用が 100円を切る線は、一毛作の場合が約 5あ 以上であるの

に対し、二毛作では約4.5あ以上の作付で達する。

13)指 導上の留意点

1)オ オムギ収穫跡の残り株が、後のとうもろこし播種の際に障害となるため、砕土 ・整地の吟味

が必要である。畦間部分だけの,一 タリ耕法の有効性の検討が必要と思われる。

(4)関 連試験課題

輪作方式による良質サイレージ材料の高位生産と調製利用

(5)参  考  資  料

昭和 52～ 55岩 手畜試成積概要書

(6)主 要成果の具体的デTタ

表 1 と うもろこしの早晩種別、播種時期別の乾物収量比較
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早晩区分 品 種 年 度

標準播種 (5月 中旬 ) 晩 播 ( 6 月 中 旬 )

乾物収量

(t/1000)
10在 当本数、収穫 日

乾物収量

(t/1 0rz)

10α 当本数、収穫 日

極早生

N 7 5

G.901

N . 9 5

5 3

5 4

5 3

5 4

5 5

1 .  3 6

1 .  2 3

1 ,  4 2

1 . 5 4

1 . 7 2

9,000   8.24

9, 500   8.27

9,000   9, 5

9,500   9. 3

9,300   9. 9

1 .  3 8

1 . 1 6

1 . 3 8

1 . 4 0

1 .  5 9

9 , 0 0 0    9・ 13

9 , 5 0 0    9。 19

9 , 0 0 0    9・ 18

9 , 5 0 0    9・ 25

9 ,  3 0 0   1 0 ,  6

早 生

Ｎ

　

Ｓ

1 0 5

. A

5 3

5 4

5 5

1.67

1. 71

1.63

7,000   9. 9

7, 100   9.11

8,000   9.16

1 . 5 3

1 . 4 2

1. 71

7 , 0 0 0

7 , 1 0 0

8 , 0 0 0

８

　
　
３

　
　
６

２９

　
　
０

　
　
０

中 生 S , 1 号
5 2

5 3

1 . 9 0

2 . 0 2

4 , 4 0 0    9 . 2 8

7 , 0 0 0    9 , 2 1

1.07 4,400  10・  5

晩  生

Ｐ

　

Ｓ

2 号

2 号

5 2

5 4

5 5

1 . 7 6

1 , 7 8

2 . 0 9

4 , 4 0 0    9・2 8

7 ,  1 0 0    9 . 1 7

7 .  1 0 0    9 . 2 9

1 . 2 5

1 . 5 7

1 .  4 4

4 , 4 0 0

7 , 1 0 0

7 ,  1 0 0

６

　
　
９

　
　
６

０

　
　
０

　
　
０

極晩生 G.1102 53 2. 19 7,000  10。  2 1.79 7,000  10・ 11



表 2 と うもろこしの早晩種別、播種時期別の登熟期比較

注) △ 印は糊熟期、 。印は黄熟期を示す (X印 は乳熟期)。 /印 tぷJ取して、収量

調査 した日を示す。 52年 、55年 は不良天候年である○印

表3 と うもろこしホールクロップの熟期別収量変化

早晩区分 品 種 年度

標準播種 (5月 中旬) 晩 播 (6月 中旬)

8月   9  月    1 0月

20      10  ?0  ,   10

月

２０

９

１０

・

10月

10

極 早 生

N  75

G  901

N  95

５３

５４

備

５４
Ｑ

弓

叫
一

ユ斗
ギ
申

―V 中

判

一

7  0
」

『 o

早  生

N   1 0 5

S ・ A

５３

５４

Ｑ

ユ

『
斗
均

中

▼ 叫

7

中  生
S  l 号 ②

５３

中

中

×

晩  生

P   2 号

S  2 号

②

５４
Ｑ

中

中 |

一

X 卜

X_

極 晩 生 G l102 53

(K7/1oア ール)

品 種 年度
乳  熟  期 潮  熟  期 黄 熟 期

月/徊 乾物収量 指数 月/El 乾物収量 指 数 月/佃 乾物収量 指 数

N. 9 5 55 8/21 1 , 3 8 5 80.5 9/2 1,505 87.4 9/8 1,721 100

P . A

夕カネワセ

S  , A

5 2

5 2

5 5

И 9

8/25

975

1 , 5 0 6

68.2

82.6

8レイ31

9 / 9

1,149

1,705

73.7

93.5

9 / 4 1

9 / 9

切 3

1,430

1,560

1.823

００

　

００

　

００

P . 1 号

S , 1 号

5 2

5 2

5 3 8/19 1,279 79.4

9 / 8

9/43

9 / 5

1 , 3 1 0

1 , 6 6 4

1.470

74.9

87.6

9 1 . 3

ン 5

9/21

9/42

1,750

1,900

1.610

100

100

100

P , 2 号

S . 2 号

5 2

5 5 9/6 1,645 81.5

9 / 4 6

9/20

1,565

1,732

88.9

85.8

9/23

%

1 , 7 6 0

2 , 0 1 9

100

100

平 均 指 数 値 78. 4 85.4 100
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表 4 オ オムギの栽培法による収量比較 (ホ ールクロップ)

栽  培  法
量
つ

製
仰

乾物収量
(t/1 0rz)

密   度
(干引彩/10α)

散   播
耕 起  法 3.99 1, 31 751

不 耕 起 法 3.62 1. 17 768

条   播
耕 起  法 3.20 1.09 526

不 耕 起 法 3. 23 1. 06 586

乾 物 収 量

( K 7 / 1 0α)

生 収 量

(K7/10α ) 害J 合 ( " )乾物重 (K7/10α )

乳 熟  期 (6/6)

糊 熟 期 ( 6 / 1 2 )

黄 熟 期 ( 6 / 1 9 )

注 )

表 5  オ オムギ、

条播の場合、

ホ ー ル ク ロ ッ

畦幅は0.7卸,品 種はベンケイムギ

プの熟期別収量変化

注 )0.7秘 畦幅の条播による。密度は 10α 当たり555～ 585千 本程度

表 6 二 毛作実証の収量実績 (54年 秋→ 55年 秋 )(25α 規模 )

表7 実 規模における作付方式別の収畳比殻 (想 定 )
(t/4tl)

乾物 (t/あ )現物 (t/勉 )

ベンケイムギ、 6月 12日 収穫 (潮 熟湖8.41 ± 0.6831.18  ±  2.56

スノーデントA9月 20日 収穫 (乳 熟後期 )12.95  士 二1.3672.69  士 : 7.70とうもろこし

冬天候平年並、夏天候不良 (極 )21.36  士 :2.04103.87  ±  10。26

注 )実 証面積 25α 規模

作 付 方 式

と うもろ こ し オ オ ム ギ 計

乾 物 量 T D N 乾 物 量 T D N 乾 物 量 T D N

二 毛 作

高位目標 16. 0 10.72 9.5 6。 18 25.5 16. 90

安定標準 14.5 9.72 8.5 5.53 23.0 15.25

低  収 12. 5 8.38 7.0 4.55 19.5 12. 93

一 毛 作

高位目標 19.0 12.73 19.0 12.73

安定標準 17.0 11.39 17. 0 11.39

低  収 14.0 9,38 14. 0 9。 38

注 )乾 物中のTDN含 有率は、とうもろこし67.0"、 オオムギ65,0"
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表8 熟 期の異なるオオムギ材料によるサイレージの有機酸組成の変化

期敦
小

好
す 糊″ 熟  期 期熟黄

対総酸 % 評 点 対総酸 % 評 占
小

対総酸 % 評 点

開 封

直 後

(10/27

乳 酸

酢 酸

酪 酸

(言十)

3 0 . 0

6 0 , 7

9 . 3

10

0

30

4 0 (中)

7 2 . 6

4 . 3

2 3 .  1

25

25

10

6 0 ( 可 )

3 2 .  1

9 . 0

58,9

10

25
- 5

3 0  ( H卜)

利 用

終了時

(11/19

乳 酸

酢 酸

酪 酸

て許卜め

43.0

40.4

16. 6

15

10

20

45て :干め

69.1

9 . 7

2 1 . 2

23

25

10

氏R r 言 「、

3 4 . 2

1 6 . 3

49.5

10

25

0

Rtt r Ebゝ

サ
ィ 52
レ
1 4 8

p H 4  4

4 0

280

260

240

220

200

180

160

140

120

100

80

60

40

英線内

破級内

下線

上撤

▲
ま =ぷ  ど

!悦llll

Ｔ

Ｄ

Ｎ

町

「

た

り

費

用

（
円

）

二 こ作の場合

トウモロコン
ー毛作の場合

高収の場合

低収の場合′＝
々
、
、 (蜘

よ及
&勲

図 1 烈 l」1の共なるオオムキサイレージの開封か らの p

サイロ1】占肖たり

25～ 3 0 t

H、 温度t / D変化

ほ12

2   4       8       12      16      2019

作  イJ  lrli  ttt

二毛件と トウモ0コ シーこ作の場合のrlr川1ヒ破

%o

肺

榎

川

期

朋

加
熱
熟
熟

線

乳

詢
故

破

ｏ

△

米

)しヽ仰|
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表 9 サ イレージ用のとうもろこしとオオムギの二毛作作業体系

作 業 時 期 作 業 機 械 10アリレ能率 技 術 内 容

と

堆 肥 散 布

耕    起

砕    土

整 地

6 月 1 5 日

6 月 2 3 日

フロントローダ
フアームヮゴス2)

時間
0.4X3

標準 3～ 5t/10ア リレ

プ ラウ ( デスク)

デスクハ ロウ

ツースハ ロウ

0 , 5

0 . 6

0.25

希件浮終2 0 cm

縦横 4回 程度

″ 2 回

つ

も

施
　
播

肥
　
種

コー ンプ ランタ

フア ーム ヮゴ ン 0 . 3 5 X 2

肥料N10k9、 P20S12kg

継 幾そ
｀
景続庁秦輩

当 畦 幅 0.7m

ろ
除 草 剤 散 布

6/2 3
～ 6/25

ブームスプ レーヤ 0,2 務吊貫柑歩品を
中 耕, 7月 中旬 カル チベ ータ 0,15 6～ 7葉 期

こ

し

収

穫

調

製

刈取細断

連  搬

詰  込

均  平

密  封

明
　
”

15日

2 0 日

コー ンタ` 一ベ ス タ

フア ーム ワゴ ン

フオーレイジブロー

ア

0 . 8 X 4 台

( 5 人)

糊熱期

タワーサイロ想定

オ

オ

ム

ギ

耕ト 起

石 灰 散 布

砕    土

整    地

9 月 2 0 日

～ 2 5 日

( ～3 0 日)

ブロー ドカスター

フアームワゴ ン

0 . 5 時間

0 . 3 ×2

0 . 4

0.25

耕深 2 0cm

灰カル 200～  300k9

縦横 2回 程度

施
　
播

肥
　
種

コーンプランタ使用

フアームワゴン 0 , 3 X 2

肥料N8k9、 P20510k3
K 2 0 8 k 9

種子 ベ ンケイムギ、ミ
ュキォォムギ5～ 6k9
畦巾 0,7m条 播

堆 肥 散 布
9//25

食n
0 . 3 X 3

堆肥 約 2t
r R 、、′ザ ド i ンツ シ ソ ゲ ｀

収

穫

調

製

刈取細断

運  搬

詰  込

均  平

密  封

6 月 1 0 日

～ 1 5 日

コーンハーベスタ

使用 0 . 7 X 4 台
( 5 人)

乳熟後期～糊熟初期

ハーベスタは補助車輪

が外側でないもの選ぶ

注) 雪 腐れの多い地域では、

操係品届経品

~亀 式
>180そ 、銅粉斉JP k3をオ民雪間拝に、茎

葉と畦上に散布する。
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